
レ ア ン ター

数
次
に
わ
た
る
集
団
発
掘
の
状
況
を
着
実
に
記
録
し
て
あ
り
、

ホた

か
し

よ

い
ち

は

こ
の
分

野

の
優

れ

た
書
き

手

で
、
『太

陽
と
黄

金

と

ジ

ャ
ン
グ

ル
』

(
八
二
)
は
南
米

の
古

代

オ

ル
メ
カ
文

明

の

謎
を

追
う

興
味
深

い
旅

行
記

で
あ

る
。

太
平

洋
戦

争
中

の
で
き

事
を

書

い
た
記

録
も
少

な
く

な

い
が
、

高
木

敏

子

『
ガ
ラ

ス

の

う

さ
ぎ
』

(七
七
)
は
空
襲

下
を

生

き
た
少

女

時
代

を

リ

ア

ル
に

描

い
た

体
験
記

で
あ

り
、
大

城

立
裕

『対

馬
丸

』
(八
二
)
は
撃

沈

さ

れ
た
沖

縄
学
童

集
団

疎

開

の
悲

劇

の
報
告

で
あ

る
。

吉

田

ル

イ

子

『
ぼ
く

の
肌

は
黒

い
』
(七
八
)
は

カ

メ
ラ

マ
ン
の
目
で
見

た

ア

メ
リ

カ

で

の
黒
人

差

別

の
実

態

を
鋭

く

捉

え

た

報

告

で

あ

り
、

小
池

喜
孝

『
北
海
道

の
夜

明

け
』
(八
二
)
は

明
治
政

府

に
よ

る
囚

人
労

働
使
役

の
実

態
を

探

り
出

し
た

記
録

で
あ

る
。

こ
れ

ら

は
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム

に
立

っ
て
現
代

を
捉

え
直

し
、

社
会

の

在

り
方

や
人
間

の
生
き

方

に
鋭
く

迫

る
と

と
も

に
、
諸

事
実

の

背
後

に
潜

む
真
実

を
探

り
出

す

謎
解

き

の
面
白

さ
を
も

っ
て

い

る
。

最
も

可
能
性

の
あ

る

現
代
的

な
文

学

分
野

で
あ

る
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(勝
尾
金
弥
)

レ

　

レ

ア

ン
ダ

ー
　

リ

ヒ

ャ
ル
ト

空

o
げ
費
血

ピ
Φ
9。
巳

9

一
八
三

〇
～
八
九
　

ド
イ

ツ
の
外
科

医
、
作

家
、
詩

人
。
本
名

リ
ヒ

ャ
ル

ト

・
フ
ォ

ン

・
フ

ォ
ル
ク

マ
ン
。
普

仏

戦
争

(
一
八
七
〇

～
七

一
)

に
軍
医

総
監

と

し
て
従

軍
、

パ
リ
を
包

囲

中

に
童
話

を
書

い
て

は
、
故

国

の
子

ど
も
た

ち

に
送

っ
た
。

そ

れ
を

帰
国

後
ま

と
め

て
、

レ
ア

ン
ダ

ー

の
筆

名

で
発
表

し
た

の
が
、

今

日
ま

で
読

み

継

が
れ

る

『
ふ
し
ぎ

な

オ

ル
ガ

ン
』
(七

一
)
で
あ

る
。

収
録

さ
れ

る
民
話

風

の
小

品
は

い
ず
れ

も

フ

ァ
ン
タ

ス
テ

ィ

ッ
ク

で
心
和

む
も

の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(若
林
ひ
と
み
)

　

レ
イ

　

H

・
A

国
穹

ω
諺
二
σq
二
ω8

幻
Φ
<

一
八
九
八
～

一
九
七

七
　

ア

メ
リ

カ

の
絵
本

作
家

。
ド

イ

ツ
生
ま

れ
だ

が
、
ブ

ラ
ジ

ル

で
長
く

貿
易

業

に
従
事

し
た

の
ち
、

同
じ

く
ド

イ

ツ
出
身

で
絵

や

写
真

の
仕

事
を

し

て

い
た
夫

人

マ
ー
ガ

レ

ッ
ト
と

と
も

に
、

フ
ラ

ン
ス
で
創
作

活
動

を

は
じ
め
、

一
九

四
〇

年

ア
メ
リ

カ

に

移

住
し

た
。

広
く

人
気

を
博

し

て

い
る

『
ひ
と

ま
ね

こ
ざ

る
』

の

シ
リ
ー

ズ
は

、
『
ひ
と

ま
ね

こ
ざ
る

と
き

い
ろ

い
ぼ
う

し
』
(
一
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九
四

一
、
英
国
版

・四
二
は

『ゾ
ゾ
』)
に

は
じ

ま
り
、

好
奇

心

い

っ

ぱ

い
で
何

で
も

や

っ
て
み
た

が

る
仔
猿

の

「
じ
ょ
ー

じ
」

が
、

人
間

の
世

界

へ
連

れ

て

こ
ら

れ

て
引
き

起

こ
す
さ

ま

ざ
ま
な
騒

ぎ
を

、

ユ
ー

モ
ア
た

っ
ぷ
り

に
描

い
て

い
る
。
絵

は
漫

画
的

で

芸
術

的
評

価

は
必
ず

し
も
高

く
な

い
が
、

き
わ

め
て

子
ど
も

ら

し

い
喜
怒

哀
楽

を
全
身

で
表

現
し

な

が
ら

生
き

生
き

と
動
き
ま

わ

る
主

人

公

に

は
、
幼

い
読

者

の
熱

い
共

感

を

呼

ぶ

力

が
備

わ

っ
て

い
る
。

『
ひ
と

ま
ね

こ
ざ

る
た

こ
を

あ
げ

る
』
(五
八
)
、

『ど

う
な

が

の
プ

レ

ッ
ツ

ェ
ル
』
(五
〇
)
な

ど

で
は
、
文

が
夫

人

の
作

と
な

っ
て

い
る

が
、

明
記
さ

れ

て

い
な

い
も

の
も

し
ば

し

ば
共

作

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(脇

明
子
)

　

令

女

文

学

全

集

仇
耽

い
粲

が
　

一
〇

代

の
少

女

向

き

の
叢

書

。

一
九

二
九

年

(
昭
4
)
七

月

～
三
〇

年

(
昭
5
)
七
月
。
全

一
五

巻
。

平
凡

社
刊
。

各
巻

一
作
家

あ

る

い
は
二
作
家

の
小
説
集

・

詩
集

の
体

裁
を

と

っ
て
お
り

、

そ
れ

ぞ
れ
代

表
作

を
表

題
と

し

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ　　　　　　　　　　　　　　　ホ

て

い
る
。

収
録
作

品

は

「
少

女

の
友

」

「少

女
倶

楽
部
」

「令
女

界
」

な
ど

、
当
時

の
少
女
雑

誌

に
掲
載

さ

れ

た
も

の
が
多

い
。

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

吉
屋

信
子

、
北

川
千
代

、
横

山
美

智

子
、

西
条

八
十

ら
少
女

小

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　
ホ

説

の
代

表

的
作
家

に
加

え

て
、
加

藤

武
雄

、
長

田
幹
彦

、
片

岡

　

　
　

ホ

鉄
兵

、
長

谷
川
時

雨

ら
文
壇

作
家

・
大

衆
作

家

の
作

品
を
も

含

む
。
　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(横
川
寿
美
子
)

　

レ
オ

ー

ニ
　

レ
オ

ピ
Φ
o

ピ
凶8

三

一
九

一
〇
～
　

ア

メ

リ
カ

の
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

・
デ
ザ
イ

ナ

ー
、

絵
本

作
家
。

正

し

い
表

記

は

レ
オ

・
リ

オ

ン

ニ
。

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
で

生
ま

れ
、

少
年

期

を

ベ
ル
ギ

i
、

フ
ラ

ン

ス
、

ス
イ

ス
、

イ

タ
リ

ア
で
過

ご
す
。

チ

ュ
ー
リ

ヒ
大
学

、

ジ

ェ
ノ

バ
大

学
大

学
院

卒
。

一
九

三
九
年

に
ア

メ
リ

カ
に
移

民
、

四

五
年

に
帰
化

。

オ
リ

ベ

ッ
テ

ィ
社

や

「
フ

ォ
ー
チ

ュ
ン
」
誌

の
ア
ー

ト

・
デ

ィ
レ
ク
タ

ー
、

パ
ー

ソ

ン

・
デ
ザ
イ

ン
校

の
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

・
デ

ザ
イ

ン
部

長
、

ア

メ

リ
カ

・
グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク

・
ア
ー

ト
協
会

会
長

な
ど
を

務

め
る
。

孫

に
聞

か

せ
た

こ
と

で
誕

生
し

た

『あ

お
く

ん
と

き

い
ろ
ち

ゃ

ん
』

(
一
九
五
九
)
は
丸

く
ち

ぎ

っ
た

青

と
黄

の
色

紙

だ
け

で
愛

を
描

い
た
、

準
抽

象
画

で

具
象
画

以
上

に

明
快

に
物

語
を

語

り

え
た
絵

本
史

上

の
画
期

的
作

品
。

コ
ラ
ー

ジ

ュ
の
手
法

で
描

い

た

『
ひ
と

あ
し

ひ
と

あ

し
』
(六
〇
)
も
き

わ

め
て
斬

新
な

デ
ザ

イ

ン
の
絵

本

で
、

『
ス
イ

ミ
ー

』
(六
三
)
は
B

I
B
世

界
絵
本

原
画

展

で
金

の
リ

ン
ゴ
賞
を

、

『
フ
レ
デ

リ

ッ
ク

』
(
六
七
)
は

コ
ー

ル

デ

コ
ッ
ト
次

点
賞

を
受

け

て

い
る
。　

　

　

　
　

　

(吉
田
新

一
)

　

歴
史

小
説

爨

死
し
ょ
　

過

去

の
歴

史
上

の
事
実

を
題

材

に
、
人

間

の
普

遍
性

を
表

現
し

た
文

学

と

一
応

定
義

で
き

る

が
、
優

れ

た
作

品
例

が
多
く

、
具

体
的

内
容

は

き
わ

め

て
多

種
多

彩

で
あ

る
。
歴

史
を

(
『ふ
し
ぎ
の
国

の
ア
リ
ス
』
の
中

で
ね
ず

み
の
ド
ラ
イ

で

ロ
ン
グ
な
テ
イ

ル
と
し
て
茶
化
さ
れ
た
よ
う
な
)
単

に
事
件

と

年

号

の
無

味
乾

燥

な
事
実

の
羅
列

に

せ
ず

、

過
去

の
現
実

を
生

き

生
き
再

現

し

て
提

示

し
よ
う

と
す

れ

ば
、

文
学
的

・
推

理
的

想

像
力

を
働

か

せ
、
小
説

的
提

示

が
な

さ
れ

て
、
「
子
ど
も

た
ち

は

歴
史

小

説

を

楽

し

み
な

が
ら

読

み
、

読

み

な

が

ら
学

ん

で
」

(
ロ
ッ
ク

ヘ
ッ
ド
)
い
く

こ
と
に
な

る
。
歴
史

小
説

の
最
良

最
大

の

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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生
産

国

で
あ

る
イ

ギ
リ

ス
で

は
、

こ

の
ジ

ャ

ン
ル

の
開

拓
者

で

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

確
立

者

の

一
九
世
紀

は

じ
め

の

ス

コ

ッ
ト

か
ら

現
代

の
代

表
旗

　

ホ

手

サ
ト
ク

リ

フ
ま

で
、
過

去

の
人
間

と

そ

の
営

み

の
中

に
真

の

人
間

ら
し

さ

の
実

体
を

明
確
化

す

る

の
に
成
功

し

た
歴

史
小

説

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

家

は
多

い
。
我

が
国

の
か

つ
お
き

ん
や

の

『
天
保

の
人

び
と

』

の
よ
う
な

名
も
な

き
農

民
た
ち

に
対

す

る
作
者

の
共
感

を
軸

に

歴
史

を

し
て
語
ら

し
め

よ
う

と
す

る

シ
リ

ア

ス
な

タ
イ

プ
も

あ

る
。

が
、

一
方
芝

居

で

コ
ス
チ

ュ
ー

ム

・
プ

レ
イ

と

い

っ
て
時

代

衣
装

(
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
)
を

つ
け

た
芝

居

い
わ

ゆ

る
時

代

劇

が

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

あ

る
よ
う

に
、
歴

史
小
説

で
も

時
代

小
説

と

い
う

の

が
あ

っ
て
、

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ま

た
イ

ギ
リ

ス
を

例

に

い
う

と
現
代

の
ガ
ー

フ
ィ
ー

ル
ド

の
作

は
、
時
代

は
単

に
衣
装

な

い
し
借
景

に
過
ぎ
ず

実

は
現

代

小
説

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　　
　　　　　　　　
　　　ホ

で
あ

る
。

我

が
国
に
も

吉
川
英

治

や
大

仏
次

郎

の
よ
う

な

通
俗

に
堕
さ

な

い
大
衆

時
代

小
説
家

が

い
る

。

こ

の
タ
イ
プ

は
・王
に

大

衆

に
人
気

の
高

い
時

代
や

人
物

を
中

心

に
描

か
れ
、

娯
楽

性

の
強

い
タ
イ
プ

と

い
え

よ
う

。
イ

ギ
リ

ス
に
は
A
ユ

つ
現
代

と

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

過
去
を

一
線

に

つ
な

げ
る

タ
イ

ム

・
フ

ァ

ン
タ

ジ
ー

と

い
う

タ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

イ
プ

の
歴
史

小
説

が
あ

る
。

代
表

例

は
ア
ト

リ

ー

の

『時

の
旅

人
』

で
、
史

実
を
正
確

に
踏

ま
え

、
現

代
人

が
過
去

の
ゴ
ー

ス

ト

と

リ
ア

ル
に
交

わ
り

つ
つ
過

去
を

現

代

に
よ

み

が
え

ら

せ

る
。

こ
う

い
う
作
品

の
生
ま

れ

る
基
盤

に
は
歴

史
あ

る

い
は
時

間

に

つ
い
て

の
認
識

、
現
代

を
過

去

と
未
来

の
結

び
場
と

の
認

識

か
ら
歴
史

と

い
う

も

の
の
受

け
と

め
方

が
あ

り
、

こ
こ
に
な

ぜ
イ

ギ
リ

ス
に
歴
史

小
説

が
豊

か
か

の
答

え

が
潜

ん
で

い
る
と

田
心
う

。　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

(吉

田
新

一
)

　

レ

コ

ー

ド

童

謡

匙

昇

　

一
九

一
八
年

(大

7
)
に

創

刊

さ

れ

　

　

　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　

た

「
赤

い
鳥

」

に

は

じ

ま

る

童

謡

運

動

は

、

当

時

の

一
流

の

音

楽

家

の
参

加

も

あ

っ
て

、

当

時

の
知

識

層

に

歓

迎

さ

れ

た

。

各

　

　

　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　ホ

種

の

児

童

雑

誌

は

楽

譜

つ
き

の

童

謡

を

掲

載

し

、

そ

れ

が

子

ど

も

た

ち

に

歓

迎

さ

れ

て

い
た

。
そ

う

し

た

風

潮

の

中

で

、
「
ニ

ッ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ポ

ノ

ホ

ン
」

の

レ

ー

ベ

ル

で

『
か

な

り

や

』

(
西

条

八
十

作

詩

、

　成

田

為

三

作

曲

)
の

レ

コ

ー

ド

が

発

売

さ

れ

、

そ

の

成

功

で

レ

コ
ー

ド

各

社

が

競

っ
て

童

謡

の

レ

コ
ー

ド

を

制

作

し

た

。

昭

和

に

入

る

と

童

謡

運

動

自

体

は

下

火

と

な

り

、

児

童

雑

誌

も

廃

刊

さ

れ

る

も

の

が

多

く

な

っ
た

が

、

量

産

体

制

を

整

え

た

レ

コ
ー

ド

各

社

に

よ

っ
て

、

レ

コ
ー

ド

童

謡

だ

け

は

次

々

に

つ
く

ら

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

い

っ
た

。

『あ

の

町

こ

の

町

』

『雨

降

り

お

月

さ

ん

』
(
野

口
雨

　

　

　

ネ　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　
　

情

作
詩

、

中

山
晋

平

作

曲
)
や

『
う

れ

し

い

ひ
な

ま

つ
り

』

(
サ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　ホ

ウ

ハ
チ

ロ
ー

作

詩
、

河

村
光

陽
作

曲

)
、

『あ

の

子

は

た

あ

れ

』
(細

　

　

　

　

　

　

　

川

裕

太
郎

作

詩

、
海

沼
実

作

曲

)
な

ど

、
現

在

で

も

愛

唱

さ

れ

て

い

る

数

多

く

の
童

謡

が

レ

コ
ー

ド

童

謡

と

し

て

制

作

さ

れ

た

が

、

一
方

で

子

ど

も

の
流

行

歌

と

し

て

の
量

産

化

が

、

創

作

童

謡

の

質

の
低

下

を

招

い

た

こ

と

も

否

定

で

き

な

い
。
　

　

(大
畑
祥
子
)

　

レ

ッ

ジ

ャ

ー

ニ
　

ル

ネ

菊
Φ
口
0
Φ
幻
Φ
σQ
ひq
ご
昌
凶

一
九

二

五

～

イ

タ

リ

ア

の

児

童

文

学

作

家

。

ミ

ラ

ノ

に

生

ま

れ

、

演

劇

学

校

に

学

び

、

女

優

と

し

て

舞

台

に

立

っ
た

り

、

ラ

ジ

オ

・
ド

ラ

マ
、

テ

レ

ビ

・
ド

ラ

マ

の
仕

事

に

も

携

わ

っ
た

。

彼

女

が

児

童

文

学

に

か

か

わ

り

は

じ

め

る

の

は

一
九

五

九

年

ご

ろ

で

、

処

女

作

は

Ⓒ1988　日本児童文学学会



レ ム

戦
災

孤
児

を
扱

っ
た

『犬

と

五
人

の
子

ど
も

た
ち
』
(
一
九
六

こ

で
あ

る
。

そ

の
後
、

シ
チ

リ

ア

の
貧

し

い
農
村

の
子

ど
も

た
ち

と
学

校

問
題

を
描

い
た

『あ

し

た
、
あ

さ

っ
て
』
(六
四
)
で
、
そ

の
地
位

を
不
動

の
も

の
に
し

た
。　

　

　

　
　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

レ

ッ
プ

マ

ン
　

イ

エ
ラ

富

=
o

ピ
8

ヨ
穹

一
八
九

一
～

一
九

　
　

　
ホ

七
〇
　

国

際
児
童

図
書

評
議

会

(I
B
B
Y
)
、
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
国
際

児
童

図
書

館

(I
J

B
)
の
創
設

者

、
児
童

文
学
作

家
。
シ

ュ
ツ

ッ

ト

ガ

ル
ト
生

ま
れ
。

夫

の
死
後

、

新
聞

社

で
働

き
、

政
治

活
動

に
も
積

極
的

に
参

加
し

た
。

ナ
チ

ス
の
台
頭

と
と
も

に
イ

ギ

リ

ス
に
移

住
、

戦
後
再

び
ド
イ

ツ
に
戻
り

「
子

ど
も

の
本
を

通
じ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ　　
　　　　　　　　
　　　　　　　

て

の
国

際

理
解
」

を
訴

え
、

ケ

ス
ト
ナ

i
、

リ

ン
ド

グ

レ
ー

ン

ら

の
協

力
を

得

て
、

I
B

B
Y
を

創
設

す

る
。　
　

(田
中
安
男
)

　

レ

ヒ

ァ
イ

ス
　
ケ

ー
テ

囚
葺
ず
Φ
菊
Φ
o
げ
虫
ω

一
九
二
八
～

オ

ー

ス
ト
リ

ア

の
児
童
文
学

作

家
。
『
ち

い
さ
な

ビ
ー

バ
ー

と
友

だ

ち

』
(
一
九
六
三
)
や

『き

つ
ね

の

ニ
ケ

ル
』
(六
八
)
な
ど

、
自
然

の
中

に
棲

む
動
物

の
生
態

が
的
確

に
捉

え

ら
れ
、

し

か
も
心

の

通

っ
た
物

語

が
多

く
、

詩
的

リ

ア
リ

ズ

ム
と
評
さ

れ

て

い
る
。

イ

ン
デ

ィ
ア

ン

の
物

語
も
多

い
。

自

然
と

一
体

に
な

っ
て

い
る

原

住

民

の
姿
、

ま
た

そ
れ

が
侵

入
者

に
よ

っ
て
壊

さ
れ

て

い
く

様

を

描

い
た
も

の
で
、
根
本

の
姿
勢

は
両
者

に
共

通
し

た
も

の

が

み
ら
れ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(上
田
真
而
子
)

　

レ

フ
グ

レ

ン
　
ウ

ル

フ

⊂
罵

い
α
hσq
お
づ

一
九
三

一
～
　

ス

ウ

ェ
ー

デ

ン
の
画
家

、
絵
本

作
家

。

デ

ビ

ュ
ー
作

『
津

ミ

§

帖

§

ミ

ミ

ジ

ャ
ン
グ

ル
の
子

ど
も
』

(
一
九
五
九
)
に
よ
り
、

エ

ル
サ

・
ベ

ス

コ
フ
賞

受
賞
。

く

っ
き

り
し

た
描
線

と

鮮
や

か
な

色
彩

を
も

つ
ア

ニ
メ
調

の
絵

は

ユ
ー

モ
ア
が
あ

り
、

早
く

か
ら

国
際

的
な

人
気

を
勝

ち
得

た
。

一
九

七
七

年

B
I

B
世
界

絵
本

原
画

展

グ

ラ

ン
プ

リ
を
受

賞
。

作
品

は

『
ア

ル
ビ

ン

の
わ

く
わ

く

お

て

つ
だ

い
』
(
七
五
)
ほ
か
多

数
。
最
近

は

ア

ン
デ

ル
セ

ン
童

話

の
絵
本

化

に
力
を

注

い
で

い
る
。　

　

　

　
　

(木
村
由
利
子
)

　

レ
ー

ベ
デ

フ

　
ウ
ラ

ジ
ミ

ー

ル

・
B

u口
員
觜
=
ζ
趨

ロロ
碧
目

♂
孕

匿
`
昌
8
呂
①国
　

一
八
九

一
～

一
九
六
七
　

ソ

ビ

エ
ト

の
絵

本
画

家

。
ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

(現

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
)
出

身
。
美

術
学

校

で

学

び
、
ポ

ス
タ
ー
な

ど

で
早
く

か
ら

革
命

に
参

加
し

た
。
そ

の
後

作

家

た
ち
と
協

力

し
子

ど
も

の
絵
本

を

精
力
的

に
発
表

し
た
。

　
　

　

主

に

マ
ル
シ

ャ
ー

ク
と

コ
ン
ビ
を

組
ん

で

『
し
ず

か
な

お

は
な

し
』

(
一
九
五
八
)
、

『
ば

か
な

こ
ね
ず

み
』

(二
五
)
な
ど

数

々

の

名

作
を

残

し
た
。
写
実

的

で
温
和

な
画

風

で
知

ら

れ
る

が
、
『
こ

ね

こ
の
お

ひ
げ
ち

ゃ
ん
』

(
三
〇
)
な

ど
初

期

の
作

品

は
大

胆

新

鮮

で
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(内
田
莉
莎
子
)

　

レ
ム
　

ス
タ

ニ
ス
ワ

フ
　
ω
欝
巳
ω
×
①
乏

ピ
Φ
ヨ

一
九
二

一
～

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
世
界
的

な

S
F
作

家
。

エ

ッ
セ
イ

ス
ト
。

ク
ラ

ク

フ

の
ヤ
ギ

ェ
ウ

ォ
大

学
医

学
部

を
卒

業

し
た

が
文
学

の
道
を

選
ん

だ
。

『
火
星

か
ら

き
た

男
』
(
一
九
四
六
)
で
文

壇

に
登
場

。

『宇

宙
航

行
者

た
ち

』
(
五

一
)
と

『
マ
ゼ
ラ

ン
星

雲
』
(五
五
)
で

S

F
作
家

と
し

て
確

固
た

る
地

位
を

築

い
た
。
哲

学

的

で
難
解

な
点

が
あ

る

に
も
か

か
わ

ら
ず

少
年

の
間

に
も
熱

狂

的
な
愛

読

者

が
多

い
。

日
本

で
も
よ

く
読

ま
れ

て

い
る
。

ほ

か
に

『
ソ
ラ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



レ ム ケ

リ

ス
の
陽

の
も

と

に
』

(六

一
)
な

ど
。
　
　

　

　

(内
田
莉
莎
子
)

　

レ

ム
ケ

　
ホ

ル
ス
ト

=
o
「
曾

ピ
①
ヨ
罵
Φ

一
九

二
二
～
　
ド

イ

ツ

の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
…
。

ベ

ル
リ

ン
に
生
ま

れ
、

の
ち

に

ス

イ
ス
へ
移
住
.
新
聞
の
繧

画
家
、
粟

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て
、

ケ

ス
ト

ナ

ー
作

品

の
挿
絵

を
、

ト
リ

ヤ
ー

亡
き
後

担
当

し

た
。

『
わ

た
し

が
子
ど
も

だ

っ
た

こ
ろ
』
(
一
九
五
七
)
、

『
サ
ー

カ

ス

の
小

ぴ
と
』

(六
三
)
、

『五

月
三

十
五

日
』

(六
八
)
な

ど
。

ほ
か

　

　
　

　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　

に
も
、

デ

ン
ネ
ボ

ル
ク
、

ク

リ

ュ
ス
な
ど

の
作

品

の
挿
絵
も

多

数

あ

る
。

軽
快

な

ペ

ン
画

で
、

子

ど

も

や

動

物

を

リ

ア
リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

に
描

い
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

(佐

々
木
田
鶴
子
)

　

レ
ン
　

ル
ー
ト

ヴ

ィ
ヒ

ピ
ロ
α
三

σq

カ
Φ
暮

一
八
八
九
～

一
九

七
九
　
東

ド
イ

ツ
の
作

家
。

ザ

ク
セ

ン
の
貴

族

の
息

子

と

し

て

ド

レ
ス
デ

ン
に
生
ま

れ
た

が
、

マ
ル
キ

シ
ズ

ム
に
感

銘
し
、

一

九
二

八
年
、

ド
イ

ツ
共
産

党

に
入
党
。

長

い
亡
命

生

活

の
後

、

ド

レ
ス
デ

ン
に
戻
り

、
人

類
学

の
教

授
と

な

っ
た
。
す

で
に
戦

前

か

ら

作

家

と

し

て

名

を

知

ら

れ

て

い

た

が
、

五

四

年

の

『
寰

ミ

ト

リ

ニ
』

以

来

、

『≧
Q
ミ

ノ

ビ
』

(
一
九

五

五
)
、

『
9

§
§

カ

ミ

ロ
』
(
六
三
)
な
ど
、
搾

取

や
抑
圧

に
対
す

る
自

由

の
闘

い
を

テ
ー

マ
と
し

た
青

少
年

向
き

の
本
を

、
次

々
と
発

表

し

た
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(佐
藤
真
理
子
)

　

レ

ン
グ

ル
　

マ
デ

ラ
イ

ン

ζ
①
α
Φ
蚕

づ
Φ

ピ
.国
口
σQ
す

一
九

一

八
～
　

ア

メ
リ
カ

の
作

家
、

児
童

文
学

作

家
。

ス
ミ

ス
カ

レ

ッ

ジ
、

コ

ロ
ン
ビ
ア
大

学
卒

。
教

員
、

大
学
客

員
作

家

、
図
書

館

員

の
経

歴

と
併
せ

て
作
家

活
動

を
す

る
。
『
五
次

元
世
界

の
ぼ
う

け
ん
』
(
一
九
六
二
)
ニ

ュ
ー

ベ
リ

ー
賞
受

賞
作

は
、
S
F
的

発
想

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

な

が
ら

愛

を

テ
ー

マ
と
す

る

写
実

的

家

庭

小

説

の

二
面

を

も

ち

、

ヤ

ン
グ

ア
ダ

ル
ト

・
ノ

ベ
ル

の
先
駆

け

と
な

っ
た
。

『
搴

鴨

ざ

ミ
蠹

　
§

勘
o
§

の
若

き

ユ
ニ
コ
ー

ン
た
ち
』

(六
七
)
、

『匹

ミ
§
織

§

ミ
驚
b
o
ミ

ド

ア
を

ぬ
け

る
風
』

(七
三
)
そ

の
ほ

か

多

く

の
作

品
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(渡
辺
茂
男
)

　

レ

ン

ス
キ
ー
　

ロ
イ

ス

ピ
o
凶ω
Φ
ピ
Φ
づ
ω
江

一
八
九
三

～

一
九

七
四
　

ア

メ
リ
カ

の
児
童

文
学
作

家
。

オ

ハ
イ

オ

州

の

ス
プ

リ

ン
グ

フ
ィ
ー

ル
ド

に
生

ま
れ

る
。

オ

ハ
イ

オ
州

立
大

学

で
教
育

学

、

ア
ー

ト

・
ス

テ

ユ
ー

デ

ン
ツ

・
リ

ー
グ

と
ウ

ェ
ス
ト

ミ

ン

ス
タ

ー
美
術

学
校

で
絵

画
を
学

ぶ
。

幼
児

と

小
学
校

低
学

年

を

対
象

に
、
絵

本
、

地
方
色

豊

か
な

リ
ア

リ
ズ

ム
童

話
を
数

多
く

書

い
た
。
代

表
作

に
は
絵
本

に

『
ち

い
さ

い
じ
ど

う
し

ゃ
』
(
一

九
三
四
)
、
『ミ

匙
⑦
§
ミ
N

ス
モ
ー

ル
さ
ん

は
お

と
う

さ
ん

』
(五

七
)
、
童

話

に

『
い
ち

ご

つ
み

の
少

女
』

(四
五
)
な

ど

が
あ

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(渡
辺
茂
男
)

　

任

大

星

鴛

シ
ン

一
九
二
五
～

中

国

の
児
童

文

学
作

家
。

浙

江
省

に
生
ま

れ
る
。

小
学
校

の
教

員
を

す

る
か

た
わ

ら
、

一

六
歳

か
ら

小
説
を

書
き

は
じ

め
る
。

一
九

五

四
年

に
発
表

し

た

『
ぼ
く

の
妹

』

で
、

一
躍
文

名
を

は
せ

る
。
数

力
国

で
翻
訳

さ

れ
、

ま
た
映

画

に
も
な

り
、
第

二
次

全
国

少
年

児
童

文
芸

創
作

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ
レ
ン
タ
　
リ
ン

の

一
等

賞
を

受
賞

し
た
。

五

三
年
、

弟

の
任
大

霖

と
と
も

に
上

海

少

年
児
童

出
版

社

に
入
り

兄
弟

で
活
躍

す

る
。

そ

の
ほ
か

、

主

な
作

品

に
は

『
町

に
恐
竜

が
や

っ
て
き

た
』
(
一
九
六
三
)
、
『
猟
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ロウ トク

銃

』

(
七
九
)
な

ど
多
数

が
あ

る
。
　

　
　

　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　

任

大

霖

鴛

リ
ン

一
九
二
九

～

中

国

の
児
童

文
学

作
家

。

浙

江
省

に
生
ま

れ

る
。
杭

州
師

範
学

校
在

学
中

、

「
小
朋
友
」
に

　

　

ホ
チ
ェ
ンポ
　
チ
ュィ

投

稿

、

陳

伯

吹

に
激

励
さ

れ
児

童
文

学
を

志
す

。

一
九
五

三

年

、
上

海
少
年

児
童

出
版

社

に
入

り
、

以
後

、

一
貫

し

て
児

童

文

学

に
携
わ

る
。
最

初

の
作

品
集

『紅

泥
嶺

物
語

』
(
一
九
五

こ

　

ネ
シ
ェ
ピ
ン
シ
ン

は
、

謝
冰

心

の

『小

さ
き
友

へ
』
を
ま

ね
、

手
紙

の
形
式

で
書

か
れ

た
。
ま

た
、
代

表
作

『
こ

お
ろ

ぎ
』
(
七
九
)
で
、
第

二
次

少

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ゆ
き
ど
け
の
こ
ろ

年

児
童

文
芸

創
作

の

一
等

賞
を

、

『
氷
雪

消

融
時
節

』
で
八

六
年

児
童
文

学
園

丁
賞
を

受
賞

し

た
。

そ

の
ほ

か
、
評
論

も
あ

り
、

幅

広
く

活

躍
し

て

い
る
。
　
　

　
　

　

　
　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　

レ

ン
ト

　
ブ

レ
ア

じd
ご
貯

い
Φ
三

一
九
三
〇
～
　
ア

メ
リ

カ

の
絵
本

作
家
。

ボ

ス
ト

ン
美
術

館

ス
ク
ー

ル
卒
後

、
タ
ブ

ロ
ー

画

家

と
し

て
個
展
を

開
く

ま

で

に
な

っ
た

が
、
幼

時
か
ら

の
夢

を

捨

て
切

れ
ず
、
絵

本
作
家

へ
転
向

。

『
寒

Q
ミ
黛
竃

な

み
』
(
一

九
六
四
)
で

一
九
六

五
年
度

、
コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
次

点
賞
を
受

賞

し
た
。

そ

の
後
、

創
作
上

の
悩

み
に
落

ち

た
が
、

日
本

民
話
を

題

材

に
し

た

『
寒

鳴

寒

§
塁

ト
ミ
む

ミ
§

§
§

お
か

し
な
お

ば
さ

ん
』

(七
三
)
で

ス
ラ

ン
プ

を
脱

し

た

ば

か
り

か
、
同
書

に

よ

っ
て

七

三
年

度

コ
ー

ル

デ

コ

ッ
ト
賞

を

受
賞

す

る

に

至

っ

た
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(金
平
聖
之
助
)

　

任

徳

耀

馳

ャ
オ

一
九

一
八
～

中
国

の
児
童

演

劇

の
作

家

、

演
出
家

。
中

国
革
命

の
功
労

者

で
、
晩

年

は
国
家

名
誉
・王

　

　
　
　

　

ス
ン
チ
ン
リ
ン

席

も

務

め

た

宋
慶

齢

(
一
八
九
三

～

一
九

八

一
)
が
上

海

で
創

設

し
た

福
祉

団
体

「中

国
福

利
会

」

の
文
化

事
業

と
し

て
、

一
九

四

七
年

に
設

立
さ

れ
た

児
童
劇

団

「
中
国

福
利
会

児
童

芸
術

劇

院
」

の
創

設

期
か

ら

の
指
導

者
。

数
多
く

の
作

品
を
書

き
、

演

出

か
ら
舞

台
美

術

ま

で
担
当

し

て
活
躍

し
た
。
『
友
情

』
、
『少

年

　
　

　
　
　

　
　

　
　
よ
い
こ
の
う
た
　

ソ
　
ケ
リ
レ
イ
と
こ
ど
も
た
ち

サ

ッ
カ

ー
チ

ー

ム
』

『好

伏
伴

之
歌

』

『宋
慶

齢

和
孩

子
們
』

な

ど
多

く

の
劇
作

品

が
あ

る
。

現
在

は
同
劇

院

の
名
誉
院

長

で
、

八

二
年

に
結
成

さ

れ
た

「中

国

児
童
演

劇
研
究

会
」

(公
的
性
格

を
も

つ
全

国
組
織
)
の
理

事

長
を

務

め

る
中

国

児

童

演

劇

の
長

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

マ
リ
ラ
ン
ホ
ウ

老
。

我

が
国

で
も

そ

の
代
表

作

『馬

蘭
花

物
語

』

が
劇

団
仲

間

に
よ
り

五
八

年

に
初
演

さ
れ

て
以

来
く

り
返

し
上
演

さ
れ

好
評

を
受

け

て

い
る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

(冨
田
博
之
)

口

　
老

舎

鴇
ー

ラ
オ

シ
ョ

　
朗

読

肪
⇔

声
を

出

し

て

読

む
こ
と

を

一
般

に
音

読

と

い

う
。
語

句

や
文
章

な

ど

の
文
字

言
語
を

声

に
出
し

て
読

む

(音
声

化
)
こ
と

で
、
表

現
内

容

を
相

手

に
伝
え

る
だ
け

で
な
く

、
理
解

を
確

か

に

し
た

り
深

め
た

り
す

る

こ
と
が

で
き
る
。

音
読

の
中
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